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の本症診断への実用の可能性について考察したので報告

する．
はじめに

生体が抗原性刺激一感染を含めた＿を受けると，それ

に反応して血中に最初に現われてくる免疫グロブリンは

分子量の大きな７Ｍであるが，やがてそれより少し遅

れて現われてくる７Ｇに置き換えられ，数週以内に血

中抗体の大部分が７Ｇによって占められるようになる．

しかし,同一抗原での再度の刺激による二次反応では

)Ｍの産生は少なく，早期より７Ｇの著明な増加がみら

れる.このような生体における反応は動物の種類ならび

に与えられた抗原性刺激の種類などによって多少の差異

がみられるとはいえ,かなり共通した現象であること

が,ヒトを含めた動物での広汎な研究より明らかにされ

ている．（Stelos’１９５８；UhreZaZ.，１９６２；Svehagand

Mandel，１９６２；ＢａｕｅｒｅｒａＺ.，1963）また，こうした生

体反応をヒトの感染症における病期の推定とか，初感染

か再感染かの鑑別に役立てようという試みがなされてい

る.（Schluederberg，１９６５；ＭｕｒｒａｙｅＺａＪ.，1965）

トキソプラズマ（以下Ｔｐと略す）症についても

RemingtonandMiller(1966)，ＲｅｍｉｎｇｔｏｎｅｒａＺ.(,968

a,ｂ）StaiberaZ．（1969)のヒト血清についての検討，

ＳｔａｉｂｅＺａＪ．（1966)，亀井ら（1968）のウサギを用いて

の実験などが報告されている．

今回，著者らはTPBeverley株を感染させた動物よ

り経時的に採血して抗体寒天平板法によって７Ｍ７Ｇ

を定量するとともに，２－Mercaptoethanol処理法，鳶糖

密度勾配超遠心法，SephadexG-200ゲル濾過法，螢光

抗体間接法などによってそれらの抗体活‘性を調べ，両者

の相関について検討を加えるとともに，これらの分析法

実験材料および実験方法

１．実験動物に対するＴＰ感染ならびにその採血

１）実験動物：新潟市内の動物商より購入した体重

2,000～2,5009のウサギ，200～3009のモルモット，

20～309のマウスを用いた．

２）TojmPZasl"αｇｏＭが：ＲＨ，Beverley株とも東

大医科研細菌感染研究部より分与をうけ継代中のものを

用いた．

３）Ｔｐ接種と採血：Beverley株感染４カ月目の脳

を取り出し滅菌生理的食塩水を加えて乳鉢で磨砕し，シ

ストを数え，５羽のウサギおよび30匹のモルモットの皮

下に300個あて，４０匹のマウスの腹腔に100個あてそれ

ぞれ接種した．感染させたウサギは全部接種前と接種後

毎週採血した．モルモット，マウスでは接種前は全部よ

り採血したが，接種後は半数ずつ交互に隔週にわたっ

て採血した．分離した血清は-20°Ｃに凍結保存してお

き，あとで取り出して一括測定し，測定条件による誤差

を少なくした．

２．赤血球凝集反応（以下ＨＡと略す）

LewisandKessel-医科研法（常松，1963）にしたが

って行なった．

３．２－Mercaptoethanol（以下２－ＭＥと略す）処理

0.5ｍｌの免疫血清を燐酸緩衝食塩水（ｐＨ7.2）（以下

PBSと略す）で４倍に希釈し，0.1Ｍ２－ＭＥに室温１６

～18時間透析したあと，４°Ｃの（低温）室内で48時間

PBSに透析した．処理した血清についてＨＡによる抗

（２７）
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３）抗体寒天平板作製（以下ＩｍｍｐＬと略す）

FaheyandMcKelvey（1965）記載の方法を一部改変

して行なった．すなわち，７ｍｌのＰＢＳに３％になる

ようAgaroseを溶かし，これと予備試験で決定した至

適倍数にＰＢＳで希釈した抗血清７ｍｌとを５６.ＣＤ恒

温槽中で混和し，水平においた10×７ｃｍの透明プラス

チックの容器に流して固まらせた．

４）定量法：１ｍｍ、ｐＬに直径２．２ｍｍの小孔をあ

け，これに被検血清５β１をMicrosyringeを用いて注

入し,容器に蓋をして20.Ｃの孵卵器中で24時間反応さ

せ，生じた沈降輪の直径を正確に計測した．７Ｇでは既

知濃度の７Ｇによって求めた標準直線から血中濃度を

算定できたが，７Ｍでは標準直線を求めるに足るだけの

7Ｍを得ることが困難であったため，実験使用前の動物

によって求めた測定値の平均値の百分率で表わした．

５）吸収試験：各週に採血したウサギ血清をそれぞ

れ0.5ｍｌずつ取り，ＰＢＳで10倍に希釈したＨＡ抗原

を0.2ｍｌずつ加えよく振糧して4°Ｃ１８時間静置したあ

と，３，０００rpm１０分遠心して沈法を除き，凍結乾燥して

0.5ｍｌの水に溶解した．対照としてＨＡ抗原のかわり

にＰＢＳを加え同様の処理をしたものを作り，１ｍｍ.ｐ１．

を用いて吸収，非吸収による７Ｍ，７Ｇ量の差を比較し

た．

８.螢光抗体間接法（以下ＩＦＡＴと略す）

１）螢光抗体の作製：抗７Ｍ,抗γＧ血清から硫安塩

析法によって粗７－Globulinを取り，DEAE-cellulose

を用いて精製したｒＧに浜島ら（1965）の記載する方法

により，fluoresceinisothiocyanate（FITC）を４°Ｃ５

時間反応させて標識した．遊離色素はSephadexG-25

カラムを通して除去したあと，DEAE-celluloseに吸着

させＰＢＳ（0.005ＭＰＢ，ｐＨ7.8）ｉｎｑｌＭＮａＣｌで

溶出してくる部分を集めた．

２）染色法：RemingtoncZaZ.(1968)にしたがいＲＨ

株感染３日目のマウスの腹水の塗抹標本を作った．検査

血清はＰＢＳで８倍より4,096倍まで倍数希釈して塗抹

標本にかぶせ，37.Ｃ３０分間反応させた．１次反応終了

後ＰＢＳで十分に洗糠して反応にあずからなかった血清

を洗い流したあと,螢光抗体液をかぶせて同様に３７°Ｃ

30分間反応させた．２次反応終了後ｐＢＳで十分に洗糠

して，緩衝グリセリンで包埋し，螢光顕微鏡を用いて観

察した．

９.免疫電気泳動法：前報（1970）に記載したと同様

の条件で行なった．感染後各週に採血したマウスのプー

ル血清を泳動して両側に溝を作り，一方にはＨＡ抗原，

体価を測定し，処理前の値と比較した．

４．鳶糖密度勾配超遠心分離（以下密度勾配遠心と略

す）

RemingtonandMiller（1966）記載の方法に準じて

行ない，超遠心分離にはSpincoModelL2-65B，ＳＷ

４０Ｔｉを使用した．免疫血清0.25ｍｌを１３％簾糖溶液

0.25ｍｌに混和し，１３％より37％の密度勾配に調製した

10ｍｌの薦糖溶液の上に静かに重ね，35,000rpm２２時間

遠心したあと，管底に穴をあけて０．５ｍｌずつの分画に

分け，４．Ｃの低温室内で24時間純水に透析し，さらに

24時間ＰＢＳに透析した．これらの分画についてＨＡ

により抗体価を測定した．

５．SephadexG-200ゲル濾過(以下ゲル濾過と略す）

FlodinandKillander（1962）の方法によった．すな

わち，0.1MTris-HCl（ｐＨ8.0）ｉｎ０．２ＭＮａClの緩

衝液に平衝にしたSephdexG-200を2.5×70ｃｍの高さ

に充填して免疫血清0.6ｍｌを添加し，上記の緩衝液で

20-40ｍl/ｈｒの速度で溶出し，１．５ｍｌずつ集めて２８０

ｍ似で吸光度を測定した．かくて蛋白質の溶出のみられ

た分画より４本ずつ集め，４．Ｃ４８時間純水に透析した

あと凍結乾燥し，これをＰＢＳ１ｍｌに溶解した．これ

らの分画についてＨＡにより抗体価を測定した．

６．免疫グロブリン（以下ＩＧと略す）の定量

１）７Ｍ，７Ｇの作製：ウサギ，モルモット，マウスの

プール血清を純水に透析し沈澱したEuglobulinを遠心

して集め，少量のＰＢＳに溶かし，前記同様の方法で

SephadexG-200によってゲル濾過を行ない，最初に溶

出してくる分画の前半を集めて濃縮したのち，ＰＢＳに

24時間透析した．この分画中に含まれるa2-Macroglo-

bulin,Lipoproteinを除くため右田（1968）の方法によ

り分離用寒天電気泳動を行ない，７Ｍを精製した．

Euglobulinを分離した上清から硫安塩析法により粗

7-Globulinを取り，透析によって完全に脱塩したあと，

DEAE-celluloseカラムを用いて0.01ＭＰＢ（ｐＨ7.8）

で７Ｇを溶出した．さらに，混入するわずかのβ-Glo‐

bulinを除去するため分離用寒天電気泳動を行ない，純

粋な７Ｇを得た．

２）抗血清作製：抗モルモットおよび抗マウス７Ｍ，

7Ｇはウサギの足蹴，皮下に，また抗ウサギ７Ｍ，７Ｇ

はヤギの皮下にそれぞれの７Ｍおよび７ＧをFreund

のcompleteadjuvantと混じて注射し作製した．しか

し，これらの抗血清中には多少とも他の成分に対する抗

体の混入がみられるため（特に抗７Ｍに抗γＧの混入

がみられた)，吸収して特異的な抗血清とした．

（２８）
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他方にはマウスＩｇに対する抗血清を入れ，被検血清と

ＨＡ抗原との間に現われる沈降線がどのクラスの１９に

相当するかを同定した．

Ｎｏ．１のウサギの２，３，４，６，９，１５週目の血清

を密度勾配遠心によって分けＨＡ活性を調べたが，こ

のなかの２，４，６，９週目の血清のパターンのみを

Fig.２に示した．これによると，感染初期には第，の

山（7Ｍ）にあった抗体活性が，感染時期が進むにつれ

て次第に第２の山（7Ｇ）に移動していくのがみられる．

左上に示した数字はその血清のもとのＨＡ価と，これ

を２－ＭＥで処理した際のＨＡ価とを対比したものであ

る．処理によってＨＡの陰転したのは２週目の血清の

みであって３週目以後の血清ではＨＡ価の低下も認め

られなかった．

ＴａｂｌはＮｏ．２のウサギの血清について行なった

IFATでの７Ｍ，７Ｇ値の変動を示したものである．１

～２週目では７Ｍの方が７Ｇより高値を示すが，３週

目以後は７Ｇの値が７Ｍをしのぐようになる．

ＴＰ感染によって増加したＩｇは全てＴｐに結合する

特異的な抗体であるかどうかを知る目的で，Ｎｏ．３のウ

サギの各週の血清にＨＡ抗原を加えて吸収し，非吸収血

清との間の７Ｍ，７Ｇの差をみたのがTab、２である．

吸収によって色素試験（以下ＤＴと略す)，ＨＡは全て

陰転したが，７Ｍ，７Ｇの著しい減少は認められなかっ

た．

２.モルモットにおける成績

Ｔｐ接種後，毎過半数ずつ採血して保存したモルモッ

実験成績

１．ウサギにおける成績

Beverley株シスト300個あて接種したウサギ５羽の

うち１羽が20日目に蝿死したため，４羽について実験を

三行なった接種後17週目まで毎週採血し保存しておいた

血清について１ｍｍ.ｐ１．により７Ｍ，７Ｇを定量すると

ともに，ＨＡ価を測定して感染経過によるそれらの変動

をみたのがＦｉｇ．１である.いずれの例でも７Ｍは接

種後２週目には増加を示し，２週目に最高値を示した

Ｎｏ．３を除けば３～４週目に最も高くなり，その後は

次第に低下して６～７週目には接種前の値にもどった．

7Ｇも２週目にやや増加するが，３～４週目より著明に

増加して５～６週目には最高値を示し，その後は漸次減

少するのがみられた．ＨＡ価もこれらＩｇ，ことに７Ｇ，

の増減にかなり一致した動きを示した．

再感染による既往性反応を調べる目的で，感染15週目

にＮｏ．１とＮｑ３のウサギにＲＨ株30,000個皮下に

:接種したが，Ｎｏ．１のウサギに接種後１週目から７Ｇ

およびＨＡの上昇がみられたほか著しい変動は認めら

れなかった．

、
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ト血清について１ｍｍ．ｐ１．を用いて７Ｍ，７Ｇを測定，

その分布をＦｉｇ．３に示した．実線は各週の測定値の平

均値を結んだものであり，斜線で囲んだ部分は接種前の

22匹のモルモットより採取した血清について測定した値

の平均値の標準偏差の範囲を示したもので，７Ｍでは

100±８９７％，７Ｇでは12.4±3.59ｍｇ/ｍｌである．

７Ｍは接種後早期に上昇して３週目には平均値で最高

値を示し，個々の例でも正常平均値の標準偏差の範囲を

越すものが多くなるが，その後は次第に低下してきて平

均値ではほぼ正常範囲の変動を示した．７Ｇでも２週目

より増加するものが多くなり，３週目には最高値に達し
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越すものが多かった．この

続し，少数例についてではＩ

Ｆｉｇ．３Distributionofimmunoglobulin infection．

て６週目頃まで持続し，その後は次第に低下して11週目

にはほぼ正常値にもどった．

ゲル濾過で検討すると７Ｍの活性は２，３，４週目

にのみ認められ，それ以後はきわめて活性が低かった．

2-ＭＥ処理によっても，２週目の血清の抗体価は全く陰

転し，３週目の血清でも陰転または低下するものが多か

ったが４週目以後のものでは全て不変であった．

３．マウスにおける成績

Ｆｉｇ．４は１ｍｍ．ｐ１．を用いて測定したマウスの７Ｍ，

7Ｇの変動の分布を示したものである．斜線で囲んだ部

分は30匹の正常マウスについて測定した平均値の標準偏

差の範囲を示したもので，７Ｍは100±8.39％，７Ｇは

13.1±4.03ｍｇ/ｍｌである．

７Ｍは接種後１週目より増加するものが多く，平均値

では３週目に最高値となり，その後漸次低下してくる傾

向がみられるが，ウサギ，モルモットに比べてきわめて

緩やかで，個々の例でも正常平均値の標準偏差の範囲を

越すものが多かった．このような高値はかなり長期間持

続し，少数例についてではあるが15週目に測定した値で

も正常平均値よりかなり高かった．７Ｇは２週目より増

加するものが多く，平均値では３，４，５週目で最高値

を示し，その後は次第に低下してきて15週目の測定では

ほぼ正常に近い値を示していた．

Ｆｉｇ．５は各週に採血したマウスのプール血清をゲル

濾過し，６ｍｌずつ集めた分画についてＨＡＩこより抗

体価を検したものの中から３，９週目採血の血清におけ

るパターンを示したものである．３週目には第１の山に

活性が強く，第２の山に弱い活性しかみられなかったも

のが，９週目にはほとんどの活性が第２の山に移ってい

るのが確かめられた．しかし，この際でも弱いながらな

お第１の山にも活性が残っていた．

左上に示した数字はそれに用いたプール血清の2-ＭＥ

処理前後の抗体価を示したものである．なお，その他の

プール血清も２－ＭＥで処理して調べているが，４週目

（３１）
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でも陰転，５～７週目では低下したが，１５週目では不変

であった．

Ｆｉｇ．６は２～７通目の血清の免疫電気泳動によって

ＨＡ抗原との間に形成された沈降線を抗マウス，ｇ血清

との間に形成された沈降線によって同定して抗体活性の

推移をみたものである.それによると，２，３週目に出

現する沈降線は７Ｍのみであるが，４週以後になると

7Ｇに相当する沈降線が次第に明瞭となってくる．しか

し’７Ｍの沈降線も依然としてみられ，７週目の血清に
もなお明らかに認められた．

さらにまた，Ｔａｂ３に示したようなＩＦＡＴによる

7Ｍ，７Ｇの活性値の測定成績からも明らかなように，

7Ｍにかなり長期に亘って活性が残ることが確かめられ

た．

考察

現在Ｔｐ症を診断するにあたり基礎的な検査法とし

て用いられているＤＴ，ＨＡは特異性の点では高く評価

されているが，これらの成績だけからではＴＰ感染と

現在との関係，さらには感染より発症までの期間などを

推定することは難かしぐ，補助診断法としての価値もか

なり限定されたものとなっている．

前報（1970）にも述べたように，目下著者らが進めつ

つある一連の研究は，感染時期の推定に役立つような方

法をみつけ出し，本症をより確実に診断するための手段

として用いたいという目的によってなされているもの

で，その最初の試みとして，前報ではＴＰを感染させ

た動物，Ｔｐ症の疑われた患者，Ｔｐ血清反応陽性者

（３２）
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ｶﾛしてくるという他の感染症などにみられるのと同様の
生体反応を観察することができた．また，それら１９の
抗体活`性もその増減に関連した変動を示すことが当然予
想されたが，どの程度の相関を示すかという点について
の検討を要すると思われた．もし，両者間に直線的な関
係が成立するならば１９の定量によりその活'性を予測す
ることができるし，反対に活性値の測定によって１９量

の増減を間接的に推定することができるはずである．こ
の相関を調べるために前記のような種々の方法を用いて
検討した．

２－ＭＥ処理の抗体価に及ぼす影響についてであるが，

この方法は１Ｍは２－ＭＥの作用で活性左失なうが，７Ｇ
は影響がないというDeutschandMorton（1957）の研
究以来Ｉｇクラスを鑑別する手段として広く用いられて
いる．Ｔｐ症についてもStaibezaZ．（1966）はマウス，

ウサギにＴｐを接種して経時的に採血し，２－ＭＥ処理
によるＤＴ価への影響を調べ，感染初期では2-ＭＥに

感受性の抗体が多いが，あとでは抵抗,性の抗体が多くな
るという事実はヒトのＴｐ症診断の参考に資する可能性
があると述べている．しかし，この実験は13羽のウサギ

についてなされたものであり，しかも用いたＴｐがＢＫ

株という強毒株のため接種前すでに自然感染を起してい
たと思われる１羽をのぞいた12羽は９日以内に全て蕊死
しているので，急性期のきわめて短期間の反応しか観察
していないわけである．RemingtonandMiller（1966〉

のヒト陽`性血清についての実験では，ゲル濾過とか密度
勾配遠心法などによって分けた７Ｍ抗Ｔｐ抗体を含む
分画に２－ＭＥを作用させると抗体価が著明に低下するか
完全に陰転ずるが，そのままの血清では７Ｇ抗体が多く
含まれているため，７Ｍ抗体の活性を検出するためには

有効な方法ではなかったというＳｔａｉｂｅＺａＪ．とは相反
する見解を述べた．

著者らの実験ではBeverley株を接種した動物の血清
を2-ＭＥで処理した際，マウスを除けば，接種後２，

３週目ごろまでしか影響を受けないという成績を得てお

り，この方法で抗体活'性の推移を正確に追跡するという
ことは困難であったし，またその他の方法に比べてもき

わめて感度の低い方法であって，ヒトのＴｐ症でも急

性期のしかも最も７Ｍ活性の高い時期にしか陽性にな
らないと思われるため，実用的価値も低いと判断され

た．

密度勾配遠心ならびにゲル濾過を用いてＴｐの疑われ
た患者血清から７Ｍ，７Ｇを含む分画を分け，それにつ

TabeL3Changesinantibodyactivityof
immunoglobulintitratedbyindirectHuores‐

centantibodytechnique（inmice）

ＩＦＡＴ－ｔｉｔｅｒ

７Ｍ７Ｇ

Weeksafter
inoculation

８
８
２
８
６
６
８
８

２
１
４
９
９
４
４

１
５
０
０
０
０
０

７
９
７
９
９

２
４
４
２
２

ン
ン

１６

256

2,048

2,048

５１２

５１２

１２８

６４

１
２
３
４
６
９
狙
朋

などの血清をOuchterlony法および免疫電気泳動法に

よって分析して比較した成績について報告した．しか
し，このような手段で沈降抗体をさらに詳しく分析した
としてもＤＴ,ＨＡなどより特にすぐれた診断上の資料

が得られるとは考え難く,他の分析方法による検討が必
要であると考えられた．

先に行なった実験で抗体産生量を血清試験の抗体価よ
り間接的に推定するところでは，接種したＴｐ株，用
いた実験動物の種によりかなりの差がみられることがわ
かった．動物種の相違については，モルモットの抗体産
生能がウサギ，マウスに比べて劣っていると思われる成
績であったが，これをＩｍｍｐｌ．法を用いて直接１９の
産生を追跡してみると量的な違いのみならず質的な差と
してとらえることができた．すなわち，個体によりかな

りのバラツキがあるが，一般的にみてモルモットがウサ
ギ，マウスなどより抗体価が低いのは７Ｇの産生が少
ないことに主な原因があるが，７Ｍの産生もかなり劣っ
ていることが明らかとなった．これに対して，マウスで

は７Ｍの産生が特に著明であり’動物種によりこれら
１９の産生量に差のあることが知られた．このように同
一の抗原'性刺激による場合でも動物種が異なると各クラ

スのＩｇの産生される割合が相違してくるという事実
は,マラリア原虫感染についてはStavitsky（1966)，
ブタ回虫感染についてはCrandallandCrandall(1967）
の報告にもみられる.特に後者の実験では，ブタ回虫を
感染させたマウスの沈降抗体活性は主に７Ｍにあった
が’ラットでは７Ｇにあったという報告は著者らの知見
に類似したものとして興味がもたれた．

Ｔｐの実験感染での７Ｍ,７Ｇの変動を経時的にＩｍｍ
ｐＬによって定量してみると，動物種により多少相違し
てはいるが，初期には７Ｍが増加し，遅れて７Ｇが増

（３４）
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いて抗体活性を調べた成績についてRemingtonand

Miller(1966）が報告している．亀井ら(1968)もBever‐

ley株感染ウサギの感染時期による７Ｍ，７Ｇの抗体活

性をみるため，ゲル濾過によって分けた分画について

ＤＴ,ＨＡ，補体結合反応を行ない検討した成績を報告し
た．

著者らも，これらの方法を用いて７Ｍ，７Ｇの活性を

調べてみると感染経過によってかなり判然とした推移を

示すことがわかった．また感染後かなり経過したもの

で，２－ＭＥ処理には全く感受Ｉ性のない血清でも活性が証

明されるものがあった．しかし，これらの方法によって

も７Ｍ,７Ｇ量とそれらの活性との関係を数値として比

較することは不可能であり，また手技もかなり煩雑であ

るため，日常の手段として用いられないと,思われた．

ＩＦＡＴによる７Ｍ活性の検出法はRemingtoneZaZ．

（1968ａ,ｂ）がヒトのＴｐ症で検討し，この方法は最も

鋭敏で，手技が簡単で，しかも少量の血清を用いて迅速

に実施することができるとして推奨している．

著者らもＲｅｍｉｎｇｔｏｎｅｒａＪ・の方法によりウサギ，マ

ウスの血清について７Ｍ，７ＧのＩＦＡＴ価（活性値）

を調べたところ，１９量とその活性値の変動との間には

密接な関係があることをさらに確かめることができた．

従ってＩＦＡＴは各クラスのＩｇの抗体活性を調べるの

に有効な方法の一つであると考えられた．しかし，モル

モットの血清ではprozone現象と思われる反応が処々

にみられ，パターンも一定しなかったため今回の報告に

は記載しなかった．

実験動物を用いての種々の検索の結果，TpBeverley

株感染によって起される各クラスの１９量の変動とそれ

らの活性値との間には，かなり緊密な相関が成立するこ

とが明らかとなった．しかしながら，高い抗体価を示

し，しかも感染前に比べるとかなり１９の増加している

ウサギの血清からＨＡ抗原によって沈降抗体を吸収し

ても，全体の１９量は期待したほどの減少がみられない

という事実の説明が困難である．このことについて第１

の可能性としてBeverley株の慢性感染による緩和な刺

激の持続によりＴＰと特異的に反応する抗体のほかに

非特異的な抗体（いわゆるnaturalantibody）の生成を

も刺激し過剰に産生されてきたものか，第２の可能』性と

しては沈降抗体以外の活性を持つ抗体が産生されたとい

う推測が出てくる．いずれにせよ，ＴＰ感染以外にＩｇ

の増加を起す原因を除外したとしても，あるクラスの

Ｉｇ量の増減が直ちにそれの活性値の高低を表わす指標

とはされ得ないことを示している．

著者らは以上のような動物実験によって得られた成績

を基礎としてヒトのＴｐ血清反応陽性者ならびにＴｐ

症の疑われた患者について検索を続けており，臨床診断

への応用をも検討して次報に発表する予定である．

まとめ

ウサギ，モルモット，マウスにTpBeverley株を接

種し，毎週採血して抗体寒天平板法（Fahey法）によっ

て７Ｍ，７Ｇを定量するとともに2-Mercaptoetoethanol，

薦糖密度勾配超遠心法，SephadexG-200ゲル濾過法，

螢光抗体間接法などを用いてそれらの抗体活性を調べ，

感染経過による７Ｍ，７Ｇの量的変動と抗体活性との関

係について検討し，以下の結果を得た．

１）免疫グロブリンの定量では，動物種により多少の

相違があるが，感染の初期には７Ｍが増量し，のちに

7Ｇが増加してくるのがみられた．

２）抗体活性も，それら免疫グロブリンの量的変動に

ほぼ平行した増減を示し，両者間にはかなり明瞭な相関

関係の成立することが知られた．

３）しかし,それらの血清にＴｐＲＨ株虫体より抽出

した抗原を加えて抗体を吸収しても免疫グロブリン量に

は著しい減少がみられず，このことは免疫グロブリンの

定量値をもってその活性を表わす指標とはされ得ないこ

とを示していた．

稿を終るにあたり種々御教示いただいた東大医科研細菌

感染研究部常松之典教授，鈴木守氏，亀井喜世子氏に感

謝します．

なお，本論文の要旨は第30回日本寄生虫学会東日本大

会にて発表した．
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ANALYSES OF TOXOPLASMA ANTIBODIES.

II. IMMUNOGLOBULIN BEHAVIOUR DURING THE COURSE OF

EXPERIMENTAL INFECTION

Toshio SUZUKI, Takeshi MAITANI, Hiroho SEKIKAWA, Satoshi SEKINO

Masamitsu OTSURU

[Department of Medical Zoology, Niigata University School of Medicine, Niigata, Japan)

AND

Masanori YOKOYAMA

{Niigata Public Health Laboratory, Niigata, Japan)

The present studies were undertaken to investigate quantitative as well as qualitative nature

of immunoglobulin responses during the course of chronic infection with Toxoplasma gondii,

and to seek for a technique which may serve as a useful serologic adjunct in the clinical

diagnosis.

Rabbits, guinea pigs and mice inoculated with Beverley strain were bled weekly to obtain

serum specimens. The concentrations of fM and yG were measured by means of antibody-agar

plate technique similar to that described by Fahey and Makelvey (1965) and the antibody activity

was determined by sensitivity to 2-Mercaptoethanol, gel-filtration through Sephadex G-200,

ultracentrifugation in a sucrose gradient and indirect fluorescent antibody technique.

By the use of physical and immunochemical techinque, as above, the antibody activity was

found to associate with ^M in the early phase of infection, while with yG mostly in the late

phase of infection, and the apparent correlation between the antibody activity and the concentra

tion of these immunoglobulin classes was recognized. However, the adsorption of hypergam-

maglobulinemic sera with Toxoplasma lysate resulted in disappearence in dye and hemagglutination

tests but had no demonstrable effect on immunoglobulin level. This result suggested that the

immunoglobulin concentrations measured by antibody-agar plate were not to be useful as a

indicator of antibody activity.

Through the course of the studies, it was revealed that the indirect fluorescent antibody

technique was an available method to detect the antibody activity.
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